
主な内容
平成28年度当初予算を可決
議案などの審議結果
代表質問のあらまし
一般質問のあらまし
第８次総合計画を審議
５月臨時会・６月定例会の開催予定ほか
タブレット議会はじまる
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6頁
8頁
11頁
14頁
15頁
16頁

平成28年５月１日（2016年）
第24号

３月定例会

安祥城址公園（安城町）

雅楽器の〈笙〉をデザインした
歴史を体感するモニュメント展望台



本
理
念
）や
重
点
戦
略
に
つ
い
て
、
親
し

み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
映
像
作
品
を
制

作
し
、
公
開
す
る
こ
と
で
、
市
政
へ
の
参

加
意
欲
の
高
揚
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を

図
る
こ
と
が
目
的
。
具
体
的
な
内
容
は
、

作
成
事
業
者
か
ら
の
提
案
内
容
な
ど
に
よ

り
決
め
る
が
、
映
像
を
観
た
人
が
興
味
を

持
ち
、
何
度
も
観
返
し
、
ま
た
第
三
者
に

紹
介
し
た
く
な
る
よ
う
な
話
題
性
の
あ
る

仕
掛
け
を
組
み
込
む
予
定
で
あ
る
。

■
政
策
研
究
事
業
／
６５２
万
円
余

問　

平
成
２８
年
度
の
研
究
内
容
は
。

答　

自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
み
ら
い
創

造
研
究
所
」の
事
業
で
、
研
究
は
、
３
つ

の
テ
ー
マ
を
予
定
し
て
い
る
。

①
人
口
の
変
化
に
起
因
す
る
将
来
の
行
政

課
題
。
こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
人
口
フ

レ
ー
ム
や
小
学
校
区
別
の
人
口
推
計
な
ど

の
研
究
実
績
を
踏
ま
え
、
将
来
に
お
い
て

顕
在
化
し
て
く
る
各
種
の
行
政
課
題
、
そ

れ
に
対
す
る
市
の
取
組
み
の
方
向
性
を
探

る
。

②
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
少
子
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、
将
来
に
お
け
る
市
の
財

政
状
況
を
的
確
に
見
定
め
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
推
計
に
よ

る
人
口
構
造
の
変
化
を
踏
ま
え
た
長
期
的

な
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
研
究
す
る
。

③
行
政
施
策
に
お
け
る
市
民
参
加
の
あ
り

方
。
昨
今
は
、
計
画
づ
く
り
な
ど
多
く
の

場
面
で
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
市
民
参
加
条
例
制
定

５
年
を
契
機
に
現
状
を
検
証
し
、
市
民
参

加
の
各
種
事
業
を
俯
瞰
し
た
う
え
、
本
市

で
の
市
民
参
加
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
。

■
庁
舎
施
設
管
理
事
業
／
５
億
９
１
６
１

万
円
余

問　

フ
ロ
ア
改
修
工
事
の
修
繕
費
な
ど
も

含
め
て
、
工
事
の
内
容
と
工
程
お
よ
び
移

転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

フ
ロ
ア
改
修
に
係
る
予
算
は
、
表
示

板
な
ど
に
か
か
る
費
用
が
３
１
５
０
万
円
。

備
品
の
移
設
な
ど
に
か
か
る
費
用
が
450
万

円
。
改
修
工
事
費
が
１
億
１
７
０
０
万
円
。

カ
ウ
ン
タ
ー
、
机
、
記
載
台
な
ど
の
備
品

購
入
で
１
億
４
７
０
０
万
円
。
合
計
で
３

億
円
と
し
て
い
る
。
工
事
の
工
程
は
、
北

庁
舎
４
階
な
ど
の
改
修
工
事
を
す
で
に
着

手
し
て
お
り
、

９
月
ま
で
か

か
る
予
定
。

そ
の
後
、
11

月
か
ら
北
庁

舎
２
階
お
よ

び
本
庁
舎
・

北
庁
舎
１
階

の
改
修
工
事

を
行
い
、
来

年
１
月
に
完

了
予
定
。
ま

た
、
部
署
の

配
置
移
転
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
７
月
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
の
移
転
の
後
、
10
月
～
11

月
に
北
庁
舎
の
上
の
階
か
ら
順
に
行
っ
て

い
く
。
本
庁
舎
・
北
庁
舎
１
階
の
改
修
・

移
転
は
、
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

の
年
末
年
始
の
閉
庁
日
に
集
中
し
て
行
い
、

１
月
４
日
に
は
す
べ
て
の
移
転
が
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

■
障
害
者
補
装
具
交
付
事
業
／
３
０
７
２

万
円

問　

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入

の
助
成
対
象
者
は
何
人
を
想
定
し
予
算
計

上
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
内
の
助
成

対
象
者
と
な
る
児
童
は
何
人
か
。

答　

両
耳
分
で
補
聴
器
２
個
、
補
助
額
が

対
象
者
一
人
に
つ
き
上
限
７
万
２
０
０
０

円
で
、
10
人
分
と
し
て
72
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。
対
象
と
な
る
児
童
は
、
各
種
の

研
究
デ
ー
タ
か
ら
推
察
し
、
10
名
程
度
と

な
る
。
市
内
の
対
象
児
童
全
員
が
補
助
申

請
さ
れ
て
も
対
応
可
能
と
考
え
る
。

問　

こ
の
助
成
事
業
の
周
知
方
法
は
。

答　

園
長
会
、
校
長
会
を
通
じ
、
全
保
育

園
、
全
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
へ
周

知
し
、
ま
た
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
検
診
を

通
じ
て
、
難
聴
の
疑
い
の
あ
る
子
ど
も
の

父
兄
に
対
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

■
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
推
進
事
業
／
７２０
万
円

余問　

平
成
２８
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
三
河
安
城
駅

の
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
を
路
上
喫
煙
禁
止
区

域
に
指
定
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
喫
煙
所

の
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答　

喫
煙
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
位
置

で
は
受
動
喫
煙
の
心
配
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
指
定
に
併
せ
て
、

受
動
喫
煙
の
防
止
に
配
慮
し
た
位
置
へ
移

設
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

平
成
２７
年
度
に
指
定
し
た
Ｊ
Ｒ
安
城

駅
と
名
鉄
新
安
城
駅
の
路
上
喫
煙
禁
止
区

域
に
関
し
て
、
市
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。
指
定
前
後
で
、
た
ば

こ
の
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
に
変
化
が
あ
っ
た

か
。

答　

た
ば
こ
を
吸
う
人
か
ら
は
、
喫
煙
者・

非
喫
煙
者
の
両
方
に
配
慮
し
た
調
和
の
と

れ
た
市
の
対
応
に
感
謝
さ
れ
、
さ
わ
や
か

マ
ナ
ー
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
精
神
に
対
す

る
お
褒
め
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

一
方
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
か
ら
は
、

喫
煙
所
の
設
置
や
受
動
喫
煙
に
対
し
て
改

善
を
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
吸

殻
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
、
禁
止
区
域

の
指
定
以
降
、
減
少
し
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
依
然
と
し
て
、
吸
殻
な
ど
の
ポ
イ
捨

て
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

❷❸

■
健
幸
都
市
推
進
事
業
／
２
３
０
９
万
円

余問　

こ
の
事
業
の
中
の
健
幸
都
市
推
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
の
具
体
的
な
内
容

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

内
容
は
、
健
幸
都
市
を
推
進
す
る
た

め
の
施
策
の
方
針
や
具
体
的
な
事
業
を
定

め
る
行
動
計
画
で
、
多
く
の
市
民
が
健
幸

都
市
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
め
る
よ
う

示
し
て
い
く
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
年
末

ま
で
に
５
回
程
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な

繋
が
り
や
行
動
に「
幸
せ
」を
感
じ
、
理
想

と
す
る
健
幸
都
市
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
を
、
共
有
、
認
識
す
る
。
28
年
度

末
ま
で
に
参
考
と
な
る
活
動
を
反
映
さ
せ

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
予
定
。

問　

健
幸
都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
制

作
な
ど
の
目
的
と
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

第
８
次
安
城
市
総
合
計
画
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
目
指
す
べ
き
都
市
像（
基

１階フロアのイメージ図

喫煙所の灰皿

市
税

国
庫
支
出
金

繰
入
金

市
債

県
支
出
金

地
方
消
費
税

交
付
金

諸
収
入

そ
の
他

0

100

200

300

400
365.6365.6

87.487.4 72.272.2
54.954.9

38.138.139.739.7
23.323.3

繰
越
金

13.113.1
33.033.0

民
生
費

土
木
費

教
育
費

衛
生
費

総
務
費

公
債
費

消
防
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

議
会
費

そ
の
他

0

100

200

300

400

230.9230.9

154.9154.9

103.3103.3
87.287.2

64.864.8
27.327.3 21.621.6 19.519.5 11.911.9 4.24.2 3.63.6

平
成
28
年
度
当
初
予
算
を
可
決

一般会計729億2000万円
前年比15．5％増

会計名

一般会計

特別会計

国民健康保険

土地取得

有料駐車場

下水道

農業集落排水

桜井駅周辺
特定土地区画整理

介護保険

後期高齢者医療

水道会計

729億2000万円

355億4000万円

174億9500万円

100万円

2億4000万円

44億2600万円

6500万円

23億5000万円

90億9700万円

18億6600万円

44億600万円

97億9000万円

▲1億300万円

▲4億5400万円

▲400万円

▲4000万円

2億2800万円

200万円

▲1億8400万円

1億9500万円

1億5400万円

2億800万円

本年度 前年度比較

一般会計　歳出：729億2000万円 一般会計　歳入：729億2000万円

単位：億円 単位：億円

45
億
２
９
７
０
万
円
余

９
億
２
６
４
２
万
円
余

８
億
９
３
５
３
万
円
余

７
億
450
万
円
余

５
億
２
７
３
０
万
円

２
４
８
６
万
円
余

◆
中
心
市
街
地
拠
点
整
備
事
業…

…
…
…
…
…
…

◆
図
書
情
報
館
機
能
整
備
事
業…

…
…
…
…
…
…

◆
み
の
わ
保
育
園
移
転
建
設
事
業…

…
…
…
…
…

◆
保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
小
中
学
校
校
舎
等
ト
イ
レ
改
修
事
業…

…
…
…
…

◆
健
康
づ
く
り
推
進
事
業…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
幸
せ
つ
な
が
る
健
幸
都
市
安
城
」の
実
現
に
向
け
、

キ
ッ
ク
オ
フ

主要事業
過去
最大

・個人市民税

・法人市民税

・国定資産税

・たばこ税

・その他

132.2

28.0

164.8

13.7

26.9

〔
内
訳
〕

平
成
28
年
度
当
初
予
算



❹❺

残
る
シ
ス
テ
ム
も
同
様
に
稼
動
さ
せ
る
計

画
で
あ
る
。
短
期
間
で
正
確
に
構
築
す
る

た
め
、
す
べ
て
の
業
者
と
関
係
者
が
出
席

す
る
会
議
を
月
１
回
以
上
開
催
し
、
情
報

共
有
を
図
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
し
て

い
る
。

■
一
般
会
計

　

補
正
額
／
３
億
８１５
万
円
余

　

歳
入
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
や
前
年

度
繰
越
金
な
ど
を
増
額
し
、
市
税
収
入
の

減
収
や
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
基
金
繰
入

金
お
よ
び
市
債
な
ど
を
減
額
。

　

歳
出
は
、
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
よ
る

不
用
額
の
減
額
と
基
金
へ
の
積
立
な
ど
に

よ
る
増
額
。

■
そ
の
他
の
会
計

　

特
別
会
計
８
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の

合
計
で
16
億
395
万
円
余
を
補
正
。

■
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事
業

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
に
伴
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

に
お
け
る
費
用
で
あ
る
が
、
事
業
の
内
容

と
対
策
の
実
施
時
期
は
。

答　

全
国
の
自
治
体
を
結
ぶ
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
両
方
に
接

続
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
個
人
情
報
を
扱

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
同
様
に
閉
ざ
さ
れ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
す
る
。
ま
た
、
ウ
イ
ル

ス
を
無
害
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

平
成
28
年
度
中
に
実
施
予
定
。

■
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

給
付
事
務

問　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
を
受
け
に
く

い
年
金
受
給
者
な
ど
に
３
万
円
を
支
給
す

る
事
業
だ
が
、
対
象
者
の
給
付
要
件
と
申

請
及
び
給
付
時
期
は
い
つ
か
。

答　

対
象
者
は
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳

以
上
と
な
る
人
で
、
平
成
27
年
１
月
１
日

に
安
城
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
が
非

課
税
で
扶
養
者
も
非
課
税
で
あ
る
人
。
４

月
下
旬
に
市
か
ら
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人

に
申
請
書
を
送
付
し
、
５
月
か
ら
７
月
に

申
請
を
受
け
付
け
、
５
月
下
旬
か
ら
８
月

に
順
次
支
給
予
定
。

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
条
例
の
制
定

　

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
の
新
設
に
伴

い
、
当
該
施
設
を
構
成
す
る
施
設
を
定
め

る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
交
流
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
お
よ
び
中
心
市
街
地
イ
ベ
ン
ト

広
場
の
利
用
料
金
な
ど
を
定
め
る
も
の

問　

ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
時
に
市
民
会
館

な
ど
と
同
様
に
専
属
ス
タ
ッ
フ
が
就
く
の

か
。

答　

市
民
会
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
舞
台
専
用
の
よ
う
な
利
用
と
異
な
る
た

め
、
専
属
ス
タ
ッ
フ
の
常
駐
は
考
え
て
い

な
い
。　

問　

ス
タ
ッ
フ
が
就
か
ず
、
市
民
会
館
の

利
用
料
金
の
よ
う
な
設
備
ご
と
の
細
か
な

設
定
で
は
利
用
し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

簡
易
的
な
利
用
か
ら
本
格
的
な
舞
台

利
用
な
ど
幅
広
く
設
備
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
料
金
設
定
を
し
て
い
る
。
利
用
者
が

設
備
を
選
択
す
る
と
き
、
迷
わ
な
い
よ
う

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
す
る
な
ど
利
用
方
法
が

分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
提
供
し
て
い
く
。

図
書
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

中
央
図
書
館
の
機
能
を
移
転
す
る
こ
と

に
伴
い
、
図
書
館
の
名
称
お
よ
び
位
置
を

変
更
し
、
施
設
の
一
部
に
グ
ル
ー
プ
学
習

室
等
の
有
料
施
設
を
設
け
る
も
の

問　

本
の
貸
出
し
に
お
い
て
、
あ
え
て
住

所
要
件
を
撤
廃
し
、
日
本
国
内
に
在
住
の

人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
理
由
と
他

市
で
の
事
例
や
安
城
市
民
の
特
典
は
あ
る

の
か
。

答　

図
書
館
同
士
の
本
の
貸
し
借
り
制
度

が
あ
り
、
日
本
国
内
の
図
書
館
が
所
蔵
す

る
本
を
誰
も
が

借
り
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ

を
受
け
、
市
外

在
住
者
が
本
市

を
訪
ね
、
所
蔵

図
書
を
貸
し
出

す
こ
と
を
拒
む

平
成
27
年
度
補
正
予
算

■
ご
み
焼
却
施
設
等
整
備
事
業
／
５４０
万
円

問　

今
後
の
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
調
査

を
し
、
整
備
方
針
を
い
つ
ま
で
に
策
定
し

て
い
く
の
か
。

答　

碧
南
市
、

高
浜
市
と
本

市
の
３
市
に

よ
る
衣
浦
東

部
ご
み
処
理

広
域
化
計
画

に
お
け
る
ご

み
処
理
統
合

施
設
の
平
成

39
年
度
の
供
用
開
始
目
標
を
断
念
し
た
こ

と
を
受
け
、
現
在
の
処
理
体
制
を
基
本
に

平
成
39
年
度
以
降
も
ご
み
処
理
事
業
を
安

定
的
に
継
続
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と

が
必
須
と
な
っ
た
。
ご
み
焼
却
施
設
の
更

新
お
よ
び
延
命
に
加
え
、
本
市
の
ご
み
処

理
体
制
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
視
点
か
ら

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
な
ど
も
含
め
、
ご
み
処
理
施
設

の
総
合
的
な
整
備
策
な
ど
を
調
査
検
討
す

る
。
整
備
方
針
は
、
概
ね
２
～
３
年
を
目

途
に
策
定
し
て
い
く
。

■
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
事
業
／
３４３

万
円
余

問　

委
託
料
３００
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
内
容
は
。

答　

第
３
次
プ
ラ
ン
の
期
間
は
平
成
29
年

度
ま
で
の
た
め
、
５
年
に
１
回
の
見
直
し

を
す
る
。
第
４
次
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
、

ア
ン
ケ
ー
ト
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を

委
託
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
民
２
０
０

０
人
、
企
業
100
社
、
高
校
生
250
人
、
町
内

会
79
団
体
を
予
定
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
事
業

所
５
社
程
度
、
市
民
活
動
団
体
５
団
体
程

度
を
予
定
。

■
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
／
２
４
７
０

万
円
余

問　

通
学
路
表
示
板
の
設
置
お
よ
び
危
険

交
差
点
特
殊
舗
装
の
要
望
に
対
す
る
実
績

と
平
成
２８
年
度
の
予
定
件
数
は
。

答　

平
成
27
年
度
は
、
通
学
路
表
示
板
の

ほ
か
飛
び
出
し
注
意
表
示
板
と
こ
ど
も
ゾ

ー
ン
表
示
板
を
あ
わ
せ
16
件
の
要
望
が
あ

り
、
す
べ
て
設
置
済
み
。
ま
た
危
険
交
差

点
特
殊
舗
装
は
、
62
件
の
要
望
に
対
し
、

24
ヵ
所
に
設
置
済
み
で
、
平
成
28
年
度
は

平
均
的
な
面
積
で
あ
れ
ば
50
件
予
定
し
て

い
る
。

■
防
災
訓
練
実
施
事
業
／
３３３
万
円
余

問　

平
成
２８
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
は
、

北
部
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
防
災
訓
練
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

答　

防
災
訓
練
の
内
容
は
、
救
護
所
訓
練
、

救
助
訓
練
、
体
育
館
で
の
避
難
所
開
設
訓

練
、
ブ
ー
ス
展
示
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

八
千
代
病
院
と
も
合
同
開
催
し
、
大
規
模

災
害
時
の
傷
病
者
受
け
入
れ
と
処
置
訓
練

を
予
定
。
訓

練
を
行
う
人

だ
け
で
な
く

多
く
の
人
に

自
助
・
共
助

の
大
切
さ
を

意
識
す
る
場

と
な
る
取
組

み
を
計
画
し

て
い
く
。

■
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
／
７
億
４

５
７
７
万
円
余

問　

こ
の
事
業
は
、
末
広
地
区
の
セ
ン
タ

ー
ゾ
ー
ン
共
同
化
事
業
で
あ
る
が
、
こ
の

事
業
補
助
金
は
ど
の
よ
う
な
補
助
で
あ
る

の
か
。

答　

平
成
26

年
度
か
ら
補

助
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の

補
助
は
、
設

計
費
、
工
事

管
理
費
お
よ

び
建
設
費
の

う
ち
通
路
、

給
排
水
、
電

気
設
備
お
よ

び
緑
地
な
ど
の
共
同
施
設
に
お
い
て
３
分

の
２
以
内
を
補
助
す
る
も
の
。
国
、
市
が

そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１
ず
つ
負
担
す
る
。
国

補
助
額
を
含
め
、
平
成
28
年
度
は
２
億
７

２
８
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

問　

事
業
概
要
と
進
捗
状
況
お
よ
び
全
事

業
費
と
、
現
在
の
分
譲
状
況
は
。

答　

事
業
概
要
は
地
上
15
階
建
て
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
、
免
震
構
造
で
部
屋
数
は

82
戸
の
べ
７
８
４
５
㎡
。
現
在
、
工
事
は

３
割
ほ
ど
進
捗
し
て
お
り
、
平
成
28
年
12

月
の
竣
工
を
め
ざ
し
て
い
る
。
総
事
業
費

は
、
29
億
２
８
０
０
万
円
で
、
契
約
も
し

く
は
商
談
が
進
ん
で
い
る
も
の
が
全
体
の

７
割
強
で
あ
る
。

■
図
書
情
報
館
機
能
整
備
事
業
／
９
億
２

６
４
２
万
円
余

問　

図
書
情
報
館
シ
ス
テ
ム
か
ら
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
５
種
類
の
図
書
館
シ

ス
テ
ム
関
連
経
費
で
８
億
６
３
０
０
万
円

の
計
上
が
あ
る
。
平
成
２８
年
１２
月
が
建
物

引
渡
し
で
翌
年
６
月
が
開
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
る
。
計
画
的
な
準
備
、
業
務
遂
行

が
重
要
だ
が
、
想
定
計
画
は
。

答　

平
成
29
年
２
月
上
旬
に
約
10
日
間
で

図
書
デ
ー
タ
を
新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
移
行

す
る
作
業
を
予
定
。
こ
の
デ
ー
タ
移
行
は
、

図
書
情
報
館
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
全
般
を
左
右
す

る
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
２
月
１
日
に
は

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
公
共
図
書
館
の

業
務
シ
ス
テ
ム
を
最
優
先
で
稼
動
さ
せ
、

ごみ焼却施設

通学路表示板

昨年度の総合防災訓練の様子センターゾーン共同化事業の現況

読書通帳機

条
例
関
係
議
案

ⅠＣ予約棚

（イスがない時）　多目的スペースイメージ　（イスがある時）



❻❼

※議案名と会派名は、一部省略して記載しています。（公明党⇒公明党安城市議団、

　共産党⇒日本共産党安城市議員団)

３月定例会に提出された議案などの審議結果

３月定例会に提出された案件

第１９号

第２０号

第２１号

第２２号

第２３号

第２４号

第２５号

第２６号

第２７号

第２８号

第２９号

第３０号

第３１号

第３２号

第３３号

第３４号

第３５号

第３６号

第３７号

第３８号

第３９号

第４０号

第４１号

第４２号

第４３号

第４４号

第４５号

第４６号

第４７号

第４８号

第４９号

第５０号

第５１号

第５２号

第５３号

第５４号

第５５号

第５６号

第５７号

第１号

第１号

第１号

福祉センターの設置及び管理に関する条例及び老人デイサービスセン
ターの設置及び管理に関する条例の一部改正

農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条例及び農業委員会の
部会委員の定数等に関する条例の廃止

学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関
する条例の制定

市役所支所及び出張所設置条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

少人数学級編制の実施に係る市費負担教員の任用、給与等に関する条
例の一部改正

図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正

道路占用料条例の一部改正

中心市街地拠点施設条例の制定

平成２７年度一般会計補正予算（第４号）

　　〃　　国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

　　〃　　土地取得特別会計補正予算（第１号）

　　〃　　有料駐車場事業特別会計補正予算（第２号）

　　〃　　下水道事業特別会計補正予算（第１号）

　　〃　　農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

　　〃　　安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業特別会計補正予算
　　　　　（第２号）

　　〃　　介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

　　〃　　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

　　〃　　水道事業会計補正予算（第１号）

平成２８年度一般会計予算

　　〃　　国民健康保険事業特別会計予算

　　〃　　土地取得特別会計予算

　　〃　　有料駐車場事業特別会計予算

　　〃　　下水道事業特別会計予算

　　〃　　農業集落排水事業特別会計予算

　　〃　　安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業特別会計予算

　　〃　　介護保険事業特別会計予算

　　〃　　後期高齢者医療特別会計予算

　　〃　　水道事業会計予算

第８次安城市総合計画の策定

工事請負契約の締結（みのわ保育園建設主体工事）

工事請負契約の変更（調整池整備工事（二本木地区））

業務委託契約の締結（市役所立体駐車場設計施工業務）

財産の取得（図書情報館の図書館業務の自動化・省力化機器）

財産の取得（図書情報館の情報機器類）

財産の処分

指定管理者の指定の期間の変更

市道路線の廃止

市道路線の認定

「自治基本条例検証会議」において示された「市民の意見」に基づき、自
治基本条例の改正または自治基本条例逐条解説の改定を求める請願

人権擁護委員の推薦

市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

不 採 択

異義ない旨答申

原案可決

会派別賛否
（○賛成、×反対、△賛否双方あり）

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

新

社

会

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

共

産

党

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

公

明

党

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

み
ら
い
の
風

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

　

志

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

安
城
創
生
会

諮問

請願

議員提出議案

市長
提出
議案

理
由
が
な
い
た
め
、
貸
し
出
し
カ
ー
ド
を

作
成
の
う
え
、
貸
し
出
す
こ
と
と
す
る
。

愛
知
県
図
書
館
は
じ
め
豊
橋
市
、
田
原
市
、

み
よ
し
市
な
ど
11
市
町
が
実
施
し
て
い
る
。

市
民
だ
け
利
用
で
き
る
特
典
と
し
て
、
新

た
に
導
入
す
る
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
を
検

討
し
て
い
る
。

少
人
数
学
級
編
制
の
実
施
に
係
る

市
費
負
担
教
員
の
任
用
、
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

県
費
負
担
教
員
に
準
じ
市
費
負
担
教
員

に
支
給
す
る
給
料
の
月
額
お
よ
び
勤
勉
手

当
の
割
合
の
改
定
を
す
る
も
の

問　

任
用
は
何
人
か
、
ま
た
給
与
は
年
間

平
均
い
く
ら
ア
ッ
プ
す
る
の
か
。

答　

少
人
数
学
級
を
小
学
校
４
年
生
ま
で

拡
大
す
る
た
め
、
18
人
の
講
師
を
予
定
し

て
い
る
。
給
与
は
、
平
均
０
・
４
％
を
引

上
げ
、
例
え
ば
25
万
円
な
ら
１
か
月
１
０

０
０
円
の
引
上
げ
と
な
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
及
び
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

民
間
業
者
な
ど
が
設
置
す
る
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

利
用
者
の
需
要
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
西
部

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
平
成
28
年
９

月
30
日
に
廃
止
す
る
も
の

問　

西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
に
対
し
、
廃
止
に
伴
い
ど
の
よ
う
な

対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
従
事
す
る
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
の
処
遇
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

答　

西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、

現
在
19
人
の
登
録
者
が
い
る
。
利
用
者
に

は
今
後
、
約
６
カ
月
か
け
て
ご
家
族
や
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携
を
取
り
、
新

た
な
事
業
所
に
移
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う

支
援
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
内
部
異
動
に
よ
っ
て
対
応

す
る
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
岩
月
浩

治
氏（
野
寺
町
）の
後
任
に
引
き
続
き
同
氏

を
、
山
口
俊
雄
氏
の
後
任
に
水
谷
重
彦
氏

（
今
池
町
）を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
異

議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。

請
願
の
審
査
結
果

●「
自
治
基
本
条
例
検
証
会
議
」に
お
い
て

示
さ
れ
た「
市
民
の
意
見
」に
基
づ
き
、
自

治
基
本
条
例
の
改
正
ま
た
は
自
治
基
本
条

例
逐
条
解
説
の
改
定
を
求
め
る
請
願
→
賛

成
少
数
で
不
採
択

３月定例会に提出された議案などの審議結果

３月定例会に提出された案件

第１号

第２号

第３号

第４号

第５号

第６号

第７号

第８号

第９号

第１０号

第１１号

第１２号

第１３号

第１４号

第１５号

第１６号

第１７号

第１８号

事務分掌条例の一部改正

情報公開条例及び個人情報保護条例の一部改正

職員定数条例の一部改正

一般職の任期付職員の採用に関する条例等の一部改正

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正

出頭人等の実費弁償に関する条例の一部改正

市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正

教育長の勤務時間その他の勤務条件及び職務専念義務の特例に関する
条例の一部改正

職員の給与に関する条例の一部改正

職員退職手当支給条例の一部改正

市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一
部改正

市税条例及び国民健康保険税条例の一部改正

固定資産評価審査委員会条例の一部改正

手数料条例の一部改正

行政不服審査会条例の制定

職員の自己啓発等休業に関する条例の制定

職員の退職管理に関する条例の制定

結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

会派別賛否
（○賛成、×反対、△賛否双方あり）
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創
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提出
議案

◎安城創生会：１６人　　◎志：３人　　◎みらいの風：３人　　◎公明党：３人
◎共産党：２人　　◎新社会：１人
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平
成
２８
年
度
当
初
予
算
編
成
の　

重
点
施
策
に
つ
い
て

問　

第
８
次
総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
り

「
幸
せ
つ
な
が
る
健
幸
都
市　

安
城
」の
実

現
に
向
け
て
の
キ
ッ
ク
オ
フ
の
予
算
と
し

て
い
る
が
、
重
点
事
項
と
し
た
「
健
康
・

環
境
・
経
済
・
き
ず
な
・
こ
ど
も
」
の
主

な
内
容
は
。

答　

重
点
事
項
の
①
健
康
で
は
、
生
涯
に

わ
た
り
、
心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご
せ
る

環
境
を
整
え
て
い
く
。
②
環
境
で
は
、
く

ら
し
の
質
を
高
め
る
持
続
可
能
な
ま
ち
の

整
備
を
進
め
る
。
③
経
済
で
は
、
本
市
の

魅
力
向
上
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
事
業
を
実
施
す
る
。
④
き
ず
な

で
は
、
人
々
が
優
し
く
つ
な
が
り
、
支
え

あ
う
ま
ち
を
目
指
す
。
⑤
こ
ど
も
で
は
、

安
心
し
て
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
に
臨

め
る
よ
う
に
、
顔
の
見
え
る
相
談
体
制
づ

く
り
と
切
れ

目
の
な
い
支

援
の
充
実
を

図
り
、
子
ど

も
た
ち
を
豊

か
に
育
め
る

環
境
づ
く
り

を
行
う
。

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

問　

新
た
に
策
定
さ
れ
る
第
８
次
総
合
計

画
で
は
、「
様
々
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
」
を
方

針
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
支
援

対
策
と
し
て
も
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

子
育
て
支
援
の
充
実
を
目
指
す
た
め
、

平
成
28
年
度
か
ら
就
学
援
助
制
度
の
拡
充

を
図
っ
て
い
く
。
認
定
基
準
を
生
活
保
護

基
準
額
の
1.0
倍
か
ら
1.2
倍
に
緩
和
す
る
こ

と
で
子
育
て
支
援
に
努
め
て
い
く
。

第
８
次
総
合
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

問　

基
本
理
念
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生

活
の
豊
か
さ
と
と
も
に
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
」
と
考
え
ら
れ
た
市
長
の
想
い
に

共
感
す
る
。
そ
こ
で
、
健
幸
都
市
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
岐
に
渡
る
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
る
が
、
施
策
・
事
業
の
推
進
は

ど
の
よ
う
な
体
制
で
臨
む
の
か
。

答　

本
市
も
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
２
０
２
５
年
よ
り
早
い
時
期
に
超

高
齢
化
社
会
に
突
入
す
る
。
そ
の
時
に
地

域
の
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
健
全
な
形

で
提
供
で
き
る
よ
う
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
重
点
戦
略
と

し
て
健
幸
都
市
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
す
る
。

問　

限
ら
れ
た
計
画
期
間
の
中
、
重
点
戦

略
の
推
進
に
あ
た
り
初
年
度
は
市
民
が
分

か
り
や
す
く
取
り
組
み
や
す
い
事
業
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
の
か
。

答　

計
画
期
間
の
中
で
健
幸
都
市
を
実
現

す
る
た
め
、
初
年
度
は
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
機
運
が
高
ま
る
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心

に
実
施
し
、
健
幸
都
市
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
定
着
を
目
指
す
。

第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
料
化
に

つ
い
て

問　

多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
早
い
実
施
が
望
ま

れ
る
が
、
予
定
は
い
つ
か
ら
か
。

答　

多
子
世

帯
の
保
護
者

負
担
の
軽
減

を
図
り
、
子

育
て
支
援
の

た
め
、
平
成

29
年
度
か
ら

実
施
が
で
き

る
よ
う
進
め

る
。

　代表質問は、所属議員３人以上の会派の代表者が年に一
度、市長の施政方針などに対して質問することです。
　主な質問と答弁の要旨を掲載しています。
　代表・一般質問の様子は、安城市議会ウェブサイトで録
画配信しています。

代
表
質
問
の
あ
ら
ま
し

スマートフォンやタブレットで各議員の代表・一般
質問の録画映像をご覧頂けるようになりました。

市議会のウェブサイト⇒ 安城市議会 検索

ＱＲコードを読み取って
ご覧ください。

※パケット・通信料がかかります。

安
城
創
生
会

武た
け

田だ

文ふ
み

男お

議
員

法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
影
響

に
つ
い
て

問　

平
成
２９
年
度
か
ら
法
人
市
民
税
の
一

部
国
税
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の

一
方
的
な
税
制
改
正
は
地
方
分
権
・
地
方

創
生
の
精
神
に
背
く
。
法
人
市
民
税
の
一

部
国
税
化
の
本
市
へ
の
影
響
と
市
長
の
お

考
え
は
。 

答　

地
方
法
人
課
税
の
見
直
し
は
、
地
方

分
権
の
流
れ
に
逆
行
し
、
国
の
一
方
的
な

も
の
で
あ
る
感
は
否
め
な
い
。
本
市
の
法

人
市
民
税
は
平
成
26
年
度
決
算
で
、
57
億

７
０
０
０
万
円
余
で
市
税
の
14
・
７
％
を

占
め
、
一
部
国
税
化
は
中
長
期
的
な
財
政

運
営
へ
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
懸
念
し
て

い
る
。
今
後
、
国
に
対
し
、
自
治
体
の
声

を
し
っ
か
り
聴
き
取
る
と
と
も
に
、
す
べ

て
の
自
治
体
の
財
政
運
営
に
影
響
が
生
じ

な
い
よ
う
、
知
事
・
近
隣
市
と
も
連
携
し

訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

名
鉄
新
安
城
駅
の
改
修
に
つ
い
て

問　

名
鉄
新
安
城
駅
は
建
設
か
ら
４５
年
が

経
過
し
、
機
能
的
に
も
不
安
を
感
じ
る
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
人
と
車
が
入
り
乱
れ

た
駅
西
一
号
踏
切
や
手
狭
な
ロ
ー
タ
リ
ー

な
ど
危
険
を
感
じ
て
い
る
周
辺
住
民
は
多

く
、
駅
南
北
を
安
全
に
横
断
で
き
る
自
転

車
を
含
め
た
自
由
通
路
の
設
置
要
望
も
高

ま
っ
て
い
る
。
駅
舎
の
改
修
に
向
け
新
安

城
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
の
検
討
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
課

題
認
識
と
対
応
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答　

新
安
城
駅
周

辺
地
区
の
将
来
像

と
し
て
、「
歩
行
者

や
自
転
車
を
優
先

し
た
、
歩
い
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」を

望
む
意
見
が
多
く

あ
り
、
駅
前
広
場

や
駅
周
辺
の
整
備
に
よ
り
、
誰
も
が
安
心

し
て
南
北
を
往
来
で
き
る
こ
と
な
ど
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
名
鉄
本
線

を
南
北
に
自
転
車
で
横
断
す
る
た
め
の
安

全
対
策
、
南
北
駅
前
広
場
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
駅
の
改
修
に
併
せ
て
改
善
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
。

道
徳
の
教
科
化
に
伴
う
心
の
教
育

に
つ
い
て

問　

本
市
で
は
今
年
に
入
り
残
念
な
事
件

が
２
件
発
生
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は

日
常
生
活
の
中
で
様
々
な
ス
ト
レ
ス
と
向

き
合
い
、
勉
強
や
友
人
関
係
、
ま
た
家
庭

環
境
な
ど
自
分
の
意
思
に
反
し
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
気

持
ち
が
落
ち
込
ん
で
も
、
そ
こ
か
ら
立
ち

直
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
力
、
仲
間

と
互
い
に
支
え
合
う
気
持
ち
、
折
れ
な
い

心
を
育
て
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教
育
を
検
討

し
、
し
な
や
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
は
大

切
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

折
れ
な
い
心
を
育
て
る
こ
と（
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
）が
大
切
で
あ
る
と
教
育
委
員

会
も
同
じ
思
い
で
あ
る
。
多
感
な
時
期
の

児
童
生
徒
を
健
や
か
に
育
て
る
使
命
は
学

校
の
み
な
ら
ず
、
地
域
・
家
庭
な
ど
社
会

全
体
に
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
学
校

教
育
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
思
う
。

第
２
総
合
運
動
公
園
構
想
に
つ
い
て

問　

昨
年
、
第
２
総
合
運
動
公
園
構
想
の

提
案
に
対
し
、
実
現
の
可
能
性
を
研
究
し

て
い
く
と
答
弁
さ
れ
、
第
８
次
総
合
計
画

の
実
施
計
画
で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く

り
拠
点
整
備
事
業
の
検
討
が
文
書
表
現
で

明
記
さ
れ
た
。
こ
の
構
想
に
対
す
る
市
長

の
考
え
お
よ
び
今
後
の
進
め
方
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
の
拠
点
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
８
次
総
合
計
画

の「
幸
せ
つ
な
が
る
健
幸
都
市
」の
実
現
を

目
指
す
た
め
に
も
重
要
な
検
討
事
項
。
ま

ず
は
、
基
礎
的
な

デ
ー
タ
を
収
集
・

分
析
し
、
市
民
に

と
っ
て
相
応
し
い

施
設
と
な
る
よ
う

調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
。

女
性
の
活
躍
と
い
う
視
点
か
ら
見

た
健
幸
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

女
性
が
心
身
と
も
に
健
康
で
働
き
続

け
ら
れ
る
た
め
に
、
第
８
次
総
合
計
画
の

「
健
幸
」と
い
う
視
点
を
入
れ
た
計
画
を
策

定
す
る
予
定
は
。

答　

本
市
で
は
、
第
４
次
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
を
、
平
成
28
、
29
年
度
で
策
定
し

て
い
く
。
女
性
の
就
労
の
視
点
を
踏
ま
え
、

来
年
度
は
市
内
の
事
業
所
や
高
校
生
な
ど

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
女
性
の
就

労
状
況
や
意
識
な
ど
を
把
握
す
る
。
こ
の

結
果
を
基
に
、
市
民
が
豊
か
で
幸
せ
を
実

感
で
き
る「
健
幸
」と
い
う
要
素
を
十
分
考

慮
し
な
が
ら
計
画
を
つ
く
る
。

み
ら
い
の
風

坂さ
か

部べ

隆た
か

志し

議
員

公
明
党
安
城
市
議
団

法ほ
う

福ふ
く

洋よ
う

子こ

議
員 給食の風景

新安城駅北口

総合運動公園航空写真



犯
罪
・
不
審
者
情
報
に
つ
い
て

問　

市
内
の
不
審
者
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル

配
信
す
る「
安
全
安
心
情
報
メ
ー
ル
」に
、

警
察
が
パ
ト
ネ
ッ
ト
あ
い
ち
で
メ
ー
ル
配

信
す
る
犯
罪
・
不
審
者
情
報
も
加
え
、
市

内
で
起
き
て
い
る
す
べ
て
の
犯
罪
・
不
審

者
情
報
を
集
約
す
べ
き
で
は
。

答　

市
民
に
よ
り
多
く
の
情
報
を
提
供
し

て
注
意
喚
起
を
促
す
た
め
に
も
、
今
後
は

犯
罪
・
不
審
者
情
報
の
全
て
を
安
全
安
心

情
報
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
く
。

議
会
の
海
外
行
政
調
査
に
つ
い
て

問　

私
た
ち
の
会
派
は
反
対
し
て
い
る
が
、

本
市
議
会
で
は
海
外
行
政
調
査
を
復
活
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
県
下
の
他
市
議
会
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。
ま
た
市
長
と
一
緒
に

海
外
行
政
調
査
に
行
く
こ
と
は
馴
れ
合
い

な
ど
に
繋
が
り
、
問
題
で
は
。

答　

海
外
行
政
調
査
を
実
施
し
て
い
る
市

議
会
は
、
本
市
議
会
の
ほ
か
１
市
議
会
。

施
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
市
長
、
議
会

が
同
一
レ
ベ
ル
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

は
必
要
。
馴
れ
合
い
と
は
思
わ
な
い
。

住
宅
対
象
侵
入
盗
対
策
に
つ
い
て

問　

犯
罪
者
が
住
宅
へ
の
侵
入
を
あ
き
ら

め
た
理
由
に
、「
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
た
り
、

声
を
か
け
ら
れ
た
り
し
た
」
が
あ
る
。
目

ヂ
カ
ラ
マ
ー
ク
の
防
犯
プ
レ
ー
ト
の
配
布

は
ど
う
か
。

答　

平
成
28

年
度
早
々
に

す
べ
て
の
町

内
会
に
平
均

40
枚
配
る
予

定
。
こ
れ
に

よ
っ
て
侵
入

盗
が
減
少
す

れ
ば
、
継
続
し
て
配
布
す
る
。

図
書
情
報
館
の
運
営
に
つ
い
て

問　

図
書
情
報
館
の
運
営
は
、
当
面
直
営

と
思
わ
れ
る
が
、
オ
ー
プ
ン
５
年
を
め
ど

に
、
指
定
管
理
者
制
度
の
可
否
を
検
討
す

る
と
い
う
方
針
に
変
更
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

答　

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
再
検
討
す
る

が
、
市
の
直
営
だ
か
ら
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
て
い
る
と
評
価
し
て
頂
け

る
よ
う
努
力
す
る
。

育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入
に
つ
い
て

問　

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
子
育
て

支
援
制
度
で
育

児
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
支
給
さ
れ
る

が
、
安
城
版
ネ

ウ
ボ
ラ
推
進
事

業
で
今
後
、
育

児
パ
ッ
ケ
ー
ジ

導
入
の
検
討
は
さ
れ
る
の
か
。

答　

安
城
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
の
導
入
を
目
指
し
て
検

討
し
て
い
く
。

特
設
公
衆
電
話
の
事
前
配
置
に
つ

い
て

問　

特
設
公
衆
電
話
は
、
大
規
模
災
害
の

被
災
者
や
帰
宅
困
難
者
が
無
料
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
自
治
体
の
要
請
で
Ｎ
Ｔ

Ｔ
が
設
置
す
る
も
の
だ
が
、
本
市
の
避
難

所
な
ど
の
設
置
状
況
は
。

答　

本
市
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
避
難
所

施
設
な
ど
へ
の
特
設
公
衆
電
話
の
事
前
設

置
は
行
っ
て
い
な
い
。
先
進
地
の
事
例
を

参
考
に
し
て
、
導
入
に
向
け
検
討
す
る
。

❿⓫

み
ら
い
の
風

辻つ
じ

山や
ま

秀ひ
で

文ふ
み

議
員

安
城
創
生
会

二に

村む
ら

　
守ま

も
る

議
員

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　

平
成
２８
年
度
予
算
の
主
要
事
業
の
認

知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業
の
内
容
は
。

答　

認
知
症

の
高
齢
者
等

の
情
報
を
ご

家
族
の
申
請

に
よ
り
事
前

登
録
し
、
行

方
不
明
者
の

通
報
が
あ
っ

た
場
合
に
は

関
係
機
関
に

効
果
的
に
情
報
発
信
し
、
早
期
発
見
に

つ
な
が
る「
安
城
市
見
つ
か
る
つ
な
が
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
構
築
す
る
。　
　

問　

介
護
人
材
不
足
が
原
因
で
入
所
制
限

し
た
施
設
が
あ
る
か
。
ま
た
、
雇
用
促
進

策
は
な
い
の
か
。

答　

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
介

護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
、
介
護
人
材

不
足
に
よ
る
入
所
制
限
の
事
例
は
な
い
。

ま
た
、
県
の
介
護
施
設
内
保
育
所
な
ど
の

保
育
士
の
人
件
費
に
対
す
る
３
分
の
２
を

補
助
す
る
制
度
が
あ
り
、
安
城
老
人
保
健

施
設
が
活
用
し
て
い
る
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

公
共
施
設
の
保
全
計
画
に
つ
い
て
、

今
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
、
建
て
替

え
た
場
合
の
総
費
用
は
。
ま
た
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
は
。

答　

計
画
対
象
施
設
296
棟
を
最
大
90
年
持

た
せ
る
と
い
う
保
全
計
画
の
趣
旨
に
沿
っ

て
平
成
24
年
度
ベ
ー
ス
で
試
算
し
た
結
果
、

維
持
補
修
費
、
改
築
費
の
合
計
で
１
７
５

５
億
円
程
必
要
と
な
る
見
込
み
。
ま
た
、

本
市
の
将
来
像
に
合
わ
せ
た「
公
共
施
設

の
あ
り
方
」を
ま
と
め
あ
げ
て
い
く
。

問　

十
分
な
財
源
を
積
立
て
て
い
る
の
か
。

答　

公
共
施
設
を
確
実
に
最
適
な
状
態
で

維
持
・
保
全
し
て
い
く
た
め
、
公
共
施
設

保
全
整
備
基
金
を
適
正
な
残
高
で
保
て
る

よ
う
、
見
直
し
を
図
る
。

保
健
師
の
活
動
体
制
に
つ
い
て

問　

保
健
活
動
の
あ
り
方
や
保
健
師
に
求

め
ら
れ
る
役
割
や
期
待
も
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
統
括
的
役
割
を
担
う
保
健
師
配

置
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答　

統
括
的
役
割
を
担
う
保
健
師
は
、
全

国
で
豊
田
市
を
始
め
523
の
市
町
村
で
配
置

さ
れ
て
お
り
、
組
織
内
の
人
材
育
成
が
推

進
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
保
健
師
活
動

を
組
織
横
断
的
に
調
整
支
援
し
、
人
材
育

成
を
行
う
保
健
師
の
存
在
が
必
要
。
住
民

の
健
康
の
保
持
増
進
活
動
の
効
果
的
な
推

進
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
配

置
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
民
の
活
躍
・
活
動
の
場
の
創
出

に
つ
い
て

問　

市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
、
音
楽
な
ど
市
民

が
活
動
・
活
躍
で
き
る
環
境
を
創
り
、
心

や
気
持
ち
の
豊
か
さ
や
幸
せ
を
実
感
で
き

る
安
城
市
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答　

新
た
な
活
躍
・
活
動
の
場
の
創
出
の

足
掛
か
り
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
繋
が
り
や
活
動
に
幸
せ
を
実
感

す
る
の
か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ

て
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
始
め
た
い
。

ま
た
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
す
る

取
り
組
み
も
継
続
実
施
し
て
い
く
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問　

本
市
の
成
長
や
発
展
、
地
域
経
済
を

下
支
え
し
て
き
た
の
は
企
業
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
る
中
小
企
業
と
そ
こ
で
働
く
人
た

ち
で
あ
る
。
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を
応
援

す
る
設
備
投
資
の
後
押
し
、
販
路
拡
大
、

人
材
確
保
・
育
成
な
ど
の
更
な
る
支
援
策

が
必
要
で
は
。

答　

人
材
育
成
、
販
路
拡
大
、
研
究
開
発

な
ど
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
取
り
組
み
に

対
し
て
幅
広
く
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

平
成
28
年
度
も
一
部
拡
充
し
て
い
く
。
ま

た
、
設
備
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助

金
を
創
設
し
、
未
来
に
向
け
た
事
業
へ
の

投
資
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

問　

本
市
の
教
育
の
方
向
性
と
そ
の
実
現

の
た
め
の
施
策
な
ど
を
総
合
的
、
具
体
的
、

計
画
的
に
定
め
た
安
城
市
教
育
振
興
基
本

計
画
の
策
定
が
必
要
で
は
。

答　

今
ま
で
策
定
し
て
い
な
か
っ
た
学
校

教
育
に
関
す
る
分
野
別
計
画
と
し
て
教
育

振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
一
元
化
に
つ

い
て

問　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が

る
幼
稚
園
・
保
育
園
の
一
元
化
を
図
っ
て

み
て
は
。

答　

豊
田
市
で
は
こ
ど
も
園
化
に
あ
た
り
、

３
歳
児
保
育
に
お

い
て
保
育
料
を
７

３
０
０
円
減
額
し

て
い
る
。
認
定
こ

ど
も
園
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
利
用

者
負
担
額
の
あ
り

方
な
ど
も
含
め
具

体
的
な
議
論
を
深

め
て
い
く
。

志
永な

が

田た

敦あ
つ

史し

議
員

安城市健康づくりフォーラム

保育園

安全安心情報メールの
サイト

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し

　９人の議員が37項目の一般質問を行いました。各議員の
主な質問と答弁の要旨を掲載しています。
　なお、未掲載の質問などは、会議録や録画映像でご覧い
ただけます。

会議録の内容はこちらから

市議会のウェブサイト⇒ 安城市議会 検索

ＱＲコードを読み取って
ご覧ください。

※パケット・通信料がかかります。

目ヂカラマーク

育児パッケージの例



学
期
始
め
の
子
ど
も
の
死
亡
事
故

対
策

問　

昨
年
度
に
続
き
、
１
月
６
日
と
２
月

２９
日
に
市
内
中
学
生
が
電
車
事
故
で
亡
く

な
っ
た
。
特
に
長
期
休
み
明
け
の
子
ど
も

の
事
故
死
は
多
い
。
二
度
と
子
ど
も
の
事

故
死
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
今
後
の
対

策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

た
い
へ
ん
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

来
年
度
は
、
改
め
て
命
を
大
切
に
す
る
教

育
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。
今
後
は
、
地
域
や
家
庭
そ
し
て

警
察
な
ど
の
機
関
と
連
携
し
、
見
守
り
支

援
体
制
を
進
め
る
。
命
を
守
る
活
動
を
一

層
進
め
た
い
。

健
幸
都
市
安
城
に
向
け
た
介
護
問
題

問　

介
護
は
誰
も
が
経
験
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
急
速
に
進
む
高
齢
化
を
目
前
に
控

え
、
健
幸
都
市
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

平
成
28
年
度
予
算
に
認
知
症
高
齢
者

見
守
り
事
業
や
認
知
症
施
策
推
進
事
業
を

新
規
で
計
上
し
た
。
ま
た
、
第
８
次
総
合

計
画
で
健
幸
都
市
実
現
に
向
け
た
安
城
市

版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
掲

げ
て
い
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
の
安
全
性

問　

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
が
、
食
品
廃

棄
物
を
食
品
と
し
て
転
売
す
る
事
件
が
起

き
た
。
学
校
給
食
で
は
い
か
に
し
て
安
全

な
食
材
を
調
達
す
る
の
か
。

答　

物
品
納
入
業
者
が
食

品
衛
生
法
で
必
要
な
営
業

許
可
を
取
得
し
て
い
る
か

確
認
し
て
い
る
。
調
達
予

定
食
材
の
サ
ン
プ
ル
を
事

前
に
も
ら
い
、
納
品
時
に
は
食
材
検
収
に

よ
り
消
費
期
限
な
ど
を
確
認
す
る
。

市
民
税
・
県
民
税
特
別
徴
収
に
つ
い
て

問　

「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告

書
」
を
会
社
側
が
従
業
員
の
承
諾
を
得
て

代
筆
し
て
も
よ
い
の
か
。
ま
た
、
無
断
で

記
入
し
て
も
よ
い
の
か
。

答　

地
方
税
法
は
、
給
与
所
得
者
は「
給

与
所
得
者
の
扶
養
控
除
申
告
書
」を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
お
り
、

従
業
員
本
人
が
記
入
す
べ
き
。
た
だ
し
、

従
業
員
に
記
入
で
き
な
い
事
情
が
あ
り
、

本
人
の
求
め
に
応
じ
て
代
筆
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
な
い
。
従
業
員
の
承
諾
な

く
無
断
で
記
入
す
る
こ
と
は
所
得
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
に
反
し
、
認
め
ら
れ
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
応
援
し
た
い
自

治
体
へ
の
寄
附
金
。
寄
附
金
の
使
い
道
を

指
定
で
き
、
寄
附
金
控
除
が
受
け
ら
れ
、

お
礼
の
産
品
が
送
ら
れ
て
く
る
た
め
、
関

心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
市
の
実
績
は
ど

う
か
。
ま
た
他
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

本
市
は
、
平
成
26
年
度
は
172
件
で
204

万
円
、
27
年
度（
２
月
末
現
在
）は
、
48
件

で
137
万
円
余
。
西
三
河
８
市
の
う
ち
４
市

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
民
間
事
業
者
を
活
用
し
、
寄
付
金
が
増

加
し
て
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
附
金
収
入
だ

け
で
な
く
、
農
工
商
の
お
礼
の
産
品
需
要
、

知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
。
本
市
は
、
今
後
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

答　

平
成
28
年
度

か
ら
、
農
業
、
工

業
、
商
業
な
ど
各

分
野
の
関
係
団
体

と
連
携
し
、
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
掘

り
起
こ
し
と
、
民

間
事
業
者
の
活
用

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

名
鉄
南
安
城
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

問　

法
律
で
１
日
の
乗
降
客
が
３
０
０
０

人
以
上
の
駅
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
南
安
城
駅
は
約
４
５

０
０
人
。
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
整
備
を

完
了
し
な
い
と
国
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ

れ
な
い
の
で
は
。

答　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
補
助
金
は
名
鉄

に
交
付
さ
れ
る
も
の
。
本
市
の
補
助
要
綱

で
は
、
国
の
補

助
事
業
の
採
択

を
受
け
る
こ
と

が
要
件
。
こ
れ

を
前
提
に
名
鉄

と
協
議
を
し
て

い
く
。

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者
へ
の
支
援

問　

市
内
に
は
３
つ
の
雇
用
促
進
住
宅
が

あ
り
、
２８６
戸
に
５００
人
を
超
え
る
人
が
住
ん

で
い
る
。
平
成
２９
年
度
ま
で
に
自
治
体
・

民
間
会
社
が
購
入
し
な
い
と
転
居
と
な
る
。

高
齢
者
は
民
間
住
宅
へ
の
入
居
は
厳
し
い
。

公
営
住
宅
へ
優
先
入
居
は
で
き
な
い
か
。

答　

今
後
、
県
お
よ
び
近
隣
市
の
状
況
を

参
考
に
優
先
的
な
扱
い
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

⓬⓭

明
祥
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

問　

４
月
に
公
民
館
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

同
じ
建
物
に
入
る
本
市
初
の
地
域
複
合
施

設「
明
祥
プ
ラ
ザ
」が
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、

メ
リ
ッ
ト
と
も
い
え
る
特
徴
的
な
点
は
。

答　

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
支
所
、

児
童
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業
や
講
座
を
合

同
で
実
施
で
き
、
地
域
の
方
の
利
用
の
幅

が
広
が
る
。
ま
た
、
２
つ
の
中
庭
を
配
置

し
た
こ
と
で
周
り
を
回
遊
で
き
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代
の
人
が
交
流
で

き
る
。

油
ヶ
淵
に
つ
い
て

問　

愛
知
県
唯
一
の
天
然
湖
沼
で
は
あ
る

が
閉
鎖
性
水
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
質

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
１５
位
。
油
ヶ
淵
水
質
浄

化
促
進
協
議
会
が
進
め
て

い
る
改
善
対
策
の
状
況
は
。

答　

第
二
期
水
環
境
改
善

緊
急
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

湖
内
及
び
河
川
の
浄
化
対

策
や
生
活
排
水
対
策
を
進

め
て
い
る
。
現
在
、
濁
水
浄
化
対
策
と
し

て
、
矢
作
川
方
式
と
言
わ
れ
る
河
川
流
入

水
の
濁
り
を
竹
そ
だ
で
除
去
す
る
実
証
実

験
を
半
場
川
の
遊
水
池
で
や
っ
て
い
る
。

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
引

下
げ
を

問　

本
市
の
国
保
税
の
均
等
割
は
１
人
あ

た
り
３
万
５００
円
で
県
下
１９
番
目
に
高
い
。

子
ど
も
が
多
い
ほ
ど
増
え
、
少
子
化
に
逆

行
し
て
い
る
。
担

税
能
力
の
な
い
義

務
教
育
終
了
前
の

子
ど
も
の
均
等
割

額
を
引
き
下
げ
で

き
な
い
の
か
。

答　

均
等
割
額
は
受
益
に
応
じ
た
負
担
が

原
則
。
被
保
険
者
の
多
い
世
帯
は
、
受
診

の
機
会
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、

引
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

平
成
３０
年
度
か
ら
国
保
は
都
道
府
県

と
市
町
村
が
共
同
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
。

繰
越
金
や
２
億
５
０
０
０
万
円
の
支
払
準

備
基
金
は
国
保
加
入
者
の
保
険
税
な
ど
に

よ
り
生
み
出
さ
れ
た
も
の
。
国
か
ら
の
保

険
者
支
援
金
も
含
め
、
都
道
府
県
化
さ
れ

る
前
に
引
下
げ
て
加
入
者
に
還
元
を
さ
れ

た
い
。

答　

国
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
提
示
さ
れ

た
が
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
国
・
県

な
ど
の
情
報
を
集
め
な
が
ら
、
平
成
28
～

29
年
に
か
け
て
検
討
し
て
い
く
。

矢
作
川
に
つ
い
て

問　

昨
年
の
鬼
怒
川
の
氾
濫
で
は
８
０
０

０
棟
を
超
え
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

本
市
を
流
れ
る
矢
作
川
も
早
期
に
堤
防
の

強
化
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
改
修
の
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

現
在
ま
で
に
堤
防
の
か
さ
上
げ
工
事

を
、
西
尾
市
境
の
志
貴
野
橋
か
ら
小
川
町

福
地
ま
で
の
約
３
０
０
０
ｍ
の
区
間
で
完

了
し
て
い
る
。
鬼
怒
川
の
決
壊
に
よ
る
災

害
を
受
け
、
矢
作
川
も
緊
急
に
整
備
を
行

う
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
堤
防

の
か
さ
上
げ
な
ど
を
実
施
す
る
。

問　

矢
作
川
河
川
敷
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
整
備
し
て
、
豊
田

安
城
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
し
、
安
城
・
岡
崎
・
豊
田
市
を
回

遊
す
る
長
大
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に

し
て
は
ど
う
か
。

答　

提
案
を
受
け
、
岡
崎
市
、
豊
田
市
と

情
報
交
換
を
し
、
矢
作
川
を
管
理
す
る
国

土
交
通
省
豊
橋

河
川
事
務
所
に

技
術
的
な
助
言

を
求
め
、
実
現

の
方
策
を
探
っ

て
い
き
た
い
。

志
白し

ら
や
ま山

松ま
つ

美み

議
員

共
産
党
安
城
市
議
員
団

深ふ
か

谷や

惠け
い

子こ

議
員

新
社
会石い

し
か
わ川

　
翼つ

ば
さ

議
員

安
城
創
生
会

石い
し

川か
わ

博ひ
ろ

雄お

議
員

共
産
党
安
城
市
議
員
団

宮み
や
が
わ
か
ね
ひ
こ

川
金
彦
議
員

安
城
創
生
会

松ま
つ

本も
と

佳か

栄え

議
員

南安城駅

安
城
創
生
会

大お
お

屋や

明あ
き

仁ひ
と

議
員

委員会などの主な活動状況

議会運営委員会

議会改革検討委員会

低炭素社会推進特別委員会

１月日 ２月日 ３月日

２８

議会改革検討委員会

議会運営委員会

経済福祉部会

全員協議会

１０

２４

２５

２６

市民文教常任委員会

建設常任委員会

経済福祉常任委員会

総務企画常任委員会

議会運営委員会

議会改革検討委員会
低炭素社会推進特別委員会

１１

１４

１５

１６

１７

２３

返礼品の安城和牛

県営油ヶ淵公園イメージ

矢作川河川敷



5月臨時会・6月定例会の開催予定

５月１１日（水）

６月３日（金）

６日（月）

９日（木）

１０日（金）

１３日（月）

１４日（火）

１５日（水）

１６日（木）

１７日（金）

２２日（水）

臨時会

開会

一般質問

一般質問

一般質問予備日

議案質疑

建設常任委員会

市民文教常任委員会

経済福祉常任委員会

総務企画常任委員会

閉会

表紙の紹介　「安祥城址公園」

キャッチネットワー

ク１０６チャンネルで

録画放映されます。

８日（水）午後６時

１３日（月）午後６時

２９日（水）午後６時※

放映放映
　安城市歴史博物
館に隣接するこの
公園は、今から約
580年前に築城さ
れた安祥城の堀や
土塁などが残る公
園です。池にしょ
うぶ等の花が咲き、
心休まる公園とし
て親しまれていま
す。その公園のシ
ンボルタワーとし

て、笙の塔が建っています。笙の塔は、その
名のとおり、笙をデザインしたものです。あ
る時間になると笙の音色が聞こえるって知っ
ていますか？まもなく新緑の季節です。ゆっ
くり散策してみてはいかがでしょうか。

•開催時刻はいずれも午前１０時の予定です。
•請願・陳情提出締切りは、５月２５日㈬です。

※会議を開催した場合
　のみ放映

タブレッ
ト導入に

向けた検
討経緯

平成２７年

６月

議会ⅠＣＴ化を目指し議会改革検討委員会の
下部組織として、議会ＩＣＴ推進プロジェク
トチームを６名体制で発足 

７月
議会ＩＣＴ推進における検討事項をプロジェ
クトチームで採択

８月
全議員に対してペーパーレス会議システムの
デモを実施

１１月
安城市議会ⅠＣＴ推進基本計画を策定 
ペーパーレス会議システムおよびグループウ
エアを選定 

平成２８年

２月

タブレットを導入
市議会の情報通信機器使用基準の決定 
タブレット利用講習会を実施
全員協議会で初めて利用 

●会議以外にもタブレットを利用しています●●会議以外にもタブレットを利用しています●

市民に市政情報を説明するときに 議員同士の情報共有に スケジュール管理に

タブレット利用講習会の様子

しょう

　

10
年
ぶ
り
に
策
定
さ
れ
る
本
市
の
総
合

計
画
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
に
施
行
し
た
議
会
基
本

条
例
の
議
決
事
件
の
規
定
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
は
基
本
構
想
の
み
の
審
議
だ
っ
た
も

の
を
、
基
本
計
画
の
細
部
に
至
る
ま
で
を

各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ

問　

施
策
方
針
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育

成
・
支
援
に
あ
る
新
た
な
団
体
の
育
成
に

努
め
る
と
あ
る
が
、
新
た
な
団
体
と
は
何

か
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
支
援
と
は
、
ホ
ー

ム
チ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
事
業
を
想
定
し
、
全

国
的
な
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
連
携

し
て
い
く
事
業
で
あ
る
。「
す
る
」ス
ポ
ー

ツ
の
団
体
と
し
て
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
設
立
も
想
定
し
て
い
る
。
平
成

28
年
度
に
南
部
・
祥
南
小
学
校
区
で
新
た

な
ク
ラ
ブ
が
設
立
予
定
で
北
部
に
続
き
２

ク
ラ
ブ
目
で
あ
る
。

■
環
境

問　

成
果
指
標
の
一
つ
に
「
１
人
１
日
あ

た
り
の
家
庭
用
電
気
使
用
量
」
と
あ
る
が
、

こ
の
成
果
指
標
と
目
標
値
の
考
え
方
は
。

答　

市
内
の
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
る
電

気
使
用
量
を
人
口
１
人
１
日
あ
た
り
で
計

算
し
た
も
の
。
電
気
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
量
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
地
球

温
暖
化
に
対
す
る
有
効
な
緩
和
策
と
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
数
値
を
成
果
指
標
と
し

た
。
２
０
２
３
年
度
の
目
標
値
は
、
基
準

年
で
あ
る
２
０
１
４
年
度
の
５
・
56

kWh
か

ら
、
2.5
％
削
減
を
目
指
し
、
５
・
42

kWh
と

し
た
。

■
都
市
基
盤

問　

土
地
の
集
約
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
や

商
業
施
設
の
集
約
を
図
り
、
中
心
市
街
地

の
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
の
た
め
に
本

市
が
取
得
し
て
き
た
土
地
の
有
効
利
用
も

含
め
、
総
合
計
画
の
８
年
間
の
長
い
ス
パ

ン
の
中
で
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
て

い
く
の
か
。

答　

都
市
拠
点
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
や
活

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

課
題
解
決
に
向
け
、
民
有
地
の
共
同
化
に

よ
る
商
業
施
設
な
ど
の
誘
致
や
市
有
地
の

集
約
な
ど
に
よ
る
土
地
の
有
効
活
用
で
地

域
人
口
の
増
加
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
め
ざ
す
。

■
観
光

問　

観
光
資
源
の
活
用
、
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
入
込
客
数
を
増
加
さ
せ

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
予
定
し
て
い
る
取

組
み
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
２
０
２
３
年

に
２７０
万
人
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
積

算
根
拠
は
。

答　

ま
ず
は
情
報
発
信
に
注
力
し
て
い
く
。

平
成
28
年
度
は
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観

光
客
が
本
市
に
魅
力
を
感
じ
、
自
ら
情
報

発
信
し
て
も
ら
え
る
よ
う
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
多
言
語
化
す
る
。
ま
た
、
自
治
体
Ｐ
Ｒ

動
画
を
作
成
し
、
さ
ら
に
西
三
河
９
市
１

町
で
観
光
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
構
築
し
、
広
域

連
携
に
よ
り
観
光
客
の
取
り
込
み
を
図
っ

て
い
く
。
観
光
入
込
客
数
に
つ
い
て
は
、

県
に
報
告
し
て
い
る
２
０
１
４
年
の
観
光

地
点
等
観
光
入
込
客
数
の
227
万
人
を
基
準

値
と
し
、
こ
れ
に
２
０
２
３
年
度
の
ア
ン

フ
ォ
ー
レ
の
利
用
目
標
値
か
ら
図
書
館
利

用
者
を
除
い
た
43
万
人
を
加
え
た
270
万
人

を
目
標
値
と
し
た
。

■
防
災

問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
と

す
る
致
死
性
の
高
い
感
染
症
に
よ
る
被
害

を
減
ら
す
た
め
、
国
内
で
発
生
し
た
場
合

の
対
応
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

あ
る
が
、
現
在
、
本
市
の
感
染
防
止
対
策

の
状
況
は
。

答　

本
市
で
は
、
近
い
将
来
に
発
生
が
予

測
さ
れ
る
東
海
大
地
震
な
ど
の
被
災
と
同

時
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
が
発
生
し
た
最
悪
の
状
況
を
想
定
し
、

地
域
防
災
計
画
に
よ
る
災
害
対
応
に
も
順

応
で
き
る
よ
う
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

２
０
０
９
年
に
作
成
し
た「
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」を
も
と
に
、
よ
り
具
体
的
か
つ
迅

速
な
対
応
を
図
れ
る
よ
う
、
関
係
部
署
と

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。

第８次総合計画
期間：平成28年度～平成35年度

　総合計画は、長期的・総合的な視
点で８年間のまちづくりを進めるた
めの指針となるものです。

⓮⓯

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
活
の
豊
か
さ
と
と
も
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

「
幸
せ
つ
な
が
る
健
幸
都
市　

安
城
」へ

健 康

環 境

経 済きずな

こども
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あんじょう市議会だよりは、古紙を７０％使用した

再生紙と大豆油インキを使用しています

タブレット議会はじまる

　安城市議会では、議会改革を進めるにあたり、昨年度に「安城市議会ⅠＣＴ推進基本計画（平成30年
度まで）」を策定し、議会の活性化、効率的で迅速な議会運営を図るため、議会におけるⅠＣＴ技術の
積極的な活用を推進します。その一環として３月定例会からタブレット端末や会議システムを導入
しペーパーレス会議を進めています。

　会議システムは、本会議や委員会などで使用する議会関連資料を電子化するペーパーレス化と、文

書保存・管理や議会運営の効率化ができる同期システムです。また、議会のスケジュールやファイル

管理並びに緊急時の連絡などで使用するメールや掲示板機能の「グループウェア」もあわせて導入し、

タブレット端末の多角的な活用を図ります。

『今後の推進計画』

①議会映像のスマートフォン・タブレット
　端末による視聴への対応（４月より開始）

②本会議のインターネットライブ中継（９月より開始予定）

　インターネットによる議会映像をパソコンに加えて

スマートフォンやタブレット端末でも視聴できるよう

にします。今後は、カメラ映像だけでなく、画面を切

り替えて、図面やグラフなどの議員が用意する会議資

料も放映できるようにします。

　録画中継に加えてライブ中継でも議会映像を配信することで、どこでも議会のライブ映像を視聴でき

るようにします。

県内初！

⓰


